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麻見江ホスピタルは療養生活を快適に過ごして頂けるよう、ゆったりとした広く明るい病室で、行

き届いた医療と常に思いやりと優しさを基本とした看護を心掛けた療養型病院です。 

 

 

＜感染症予防対策を継続・ 実施中です。 ＞ 
 麻見江ホスピタルでは新型コロナウイルスを始めとした感染症予防対策を実施しております。患

者様方やご家族様方、ご来院の方々にもご迷惑をお掛け致しますが、何卒ご理解とご協力をお願い

申し上げます。 外来受診、 御面会、 その他ご用件で来院された方々には入館時の手洗い・ う がい、

検温・ 体調確認票へのご記入をお願いしております。感染症を予防が必要な状況はまだまだ続きま

すのでお手数とは存じますが、 ご協力の程をお願いいたします。  
 

🚙外来受診の送迎サービスが再開します🚙 
 

当院では外来受診をされる患者様の無料送迎を再開し

ました。送迎サービスのご利用にはお申込書への記入と

ご予約が必要です。以前の送迎サービスをご利用されて

いた方も再度ご利用のお手続きが必要です。送迎利用地

域は原則として鳩山町内のみとなります。送迎内容はご

自宅から当院までの受診送迎のみの利用となります。送

迎道中の「●●のお店で降ろして。」や「○○の場所で良

いから降ろして。」と言った利用は出来ません。また、運

転手は身体介助は出来ませんのでご了承ください。 

送迎に使用している車はスライドドア且つ、ステップ

も低いので乗り降りは楽々。プチバンタイプで室内高が

高く、足元も広々としていますので送迎に最適な車です。

くどいようですが、送迎の利用料金は無料です。「そんな

にいい事づくめなら利用しない手はない！」と思われた

方は… 

代表電話： 049-296-1155 送迎担当 

までご連絡ください。 

 

 

 

医療法人眞美会 麻見江ホスピタル理念 
 

「健康こそ人生最高の宝」を基本とし、食を中核

とした医療の提供、そして「ハートからハート」

を基本に「真心の医療」を提供します。 

 

基本方針 

医療法人眞美会は基本方針に基づきご利用の皆さまに

適切な、「医療」「保健」「福祉」サービスを提供します。 

１．ご利用の皆様の権利を尊重します 

２．安心して暮らせる地域づくりの推進 

３．ご利用の皆様の満足度の向上 

                    



【 面会はご予約制です】  
 

前号でお伝えし た入院患者様への面会の件

ですが、昨年の新型コロナウイルス感染症が第

5類移行に伴い、直接面会が開始されています。

感染症予防対策にてご面会は1週間に一度の回

数や年齢制限（ 15 歳以上） のご協力をお願いし

ており ます。予約制で人数や面会時間を設けさ

せて頂いており ます。ご面会の予約方法は電話

予約可能です。詳し く はホームページ上の案内

や当院からのお知らせの封筒にご案内の手紙

が同封されており ます。  
 

★当グループ関連施設情報(特別養護老人ホーム)★ 
 

今回は当グループの特別養護老人ホームの紹介をさせていただきます。前回のサービス

付き高齢者向け住宅と同様に最近では施設への問い合わせが増えております。その中でも

特別養護老人ホームの入所問い合わせも多いと関係者より話を聞きましたので改めて紹介

をさせて頂きます。各々の施設はときがわ町の有り、居室に関しては個室と多床室とあり

ます(馬場館に関しては個室タイプのみ)。入所中は町内の嘱託クリニックの診療を受け、

診療を受けることが可能です。また、医療連携が必要な際には提携クリニックだけでなく

入院設備もある麻見江ホスピタルへの受診も便利です。特別養護老人ホームには要介護度

認定等の入所必要事項がありますが、ご興味のある方は施設担当者へ直接ご連絡して下さ

い。入所相談は随時受け付中です。 

『よし乃郷』                『よし乃郷馬場館』  

住所：比企郡ときがわ町五明 1449-2      住所：比企郡ときがわ町馬場 256-2 

TEL: 0493-66-0151              TEL: 0493-66-0070 

 

 

☆ 編 集 後 記 ☆ 

どうも皆様、6 か月ぶりのご挨拶となります。今号の編集をしていますが、マスコミでも連日猛暑の報道がされ

ている真っ最中。酷暑の毎日を水分とアイス菓子の補給で乗り切っている編集長です。今号が発刊される頃もまだ

まだ猛暑が続いているのではないでしょうか？さて、暑さに弱い編集長とは違い、我が子は入学して数か月経過

し、初めての自転車通学や部活、学業の毎日を送っています。学校生活やクラスにも慣れている様子です。我が子

の様子を見ていると編集長も自分の学生時代を思い出すことがあります。遠くを見る様な目で当時を思い出すので

すが、映画や物語の様に過去に戻れるのであればもう一度あの頃に戻れるのであれば…なんて空想をして楽しんで

おります。この記事を読んで頂いている方はご自身の学生時代はどの様な思い出がありますでしょうか？楽しい思

い出、苦い思い出色々とあるのでは？とお察し致します。もし、学生の方がこの記事を見ているのであれば、後悔

の数はなるべく少なくする様に、とお勧めいたします。さて、紙面が無くなりました。それでは皆様、また次号で

お会い致しましょう。 

-編集長- 


